
 

 

 

事例検討会 2025 のご案内 
 
１．事例検討会当⽇までの流れ 
① 対象：⾼等教育機関における障害学⽣⽀援担当者 
② お申し込み：2026 年 1 ⽉ 13 ⽇（⽕）締め切り ※定員 30 名（抽選により決定） 

https://forms.office.com/r/ixbbstK620 
※応募の際，事例の障害種の選択については，以下にご紹介しているSV のご専⾨もご参考ください 

③ 抽選結果（参加確定）メールの配信：2026 年 1 ⽉ 16 ⽇（⾦）予定 
④ 事前課題としての事例提出：2026 年 2 ⽉ 16 ⽇（⽉）締め切り 

• 参加確定メールと共に事例の書式を送付します。事例を作成し，期限までに提出ください。 
• 当⽇に取り上げる事例は SV が選定いたします。当⽇取り上げられなかった事例については，後

⽇ SV のコメントをフィードバックいたします。 
※ 当⽇，守秘義務誓約書に必ずご署名ください。 

 
２．事例検討会について 
⽇ 時：2026 年 2 ⽉ 27 ⽇（⾦）14 時 00 分〜17 時 00 分 
場 所：筑波⼤学東京キャンパス 122 講義室集合 
参加費：無料 
内 容：（事例検討のタイムスケジュールは SV によって異なる場合があります） 
① 開会挨拶（5 分） 

各部屋へ移動（５分） 
② 事例検討（75 分） 
 ・⾃⼰紹介 
 ・事例説明と質疑応答 
 ・SV からのコメント及びディスカッション 
③ 休憩（10 分） 
④ 事例検検討（75 分） 
 ・事例説明と質疑応答 
 ・SV からのコメント及びディスカッション 
⑤ 移動後，閉会・事後アンケートの協⼒依頼（10 分）  

※懇親会開催予定 17 時 30 分〜 
 
【スーパーバイザー（SV）】 
n 酒井 春奈 ⽒（⽴命館⼤学障害学⽣⽀援室 ⽀援コーディネーター） 

社会福祉⼠。修⼠課程（社会福祉学）修了後，NPO法⼈でコミュニティソーシャルワーカーとして
勤務。2009年より熊本学園⼤学しょうがい学⽣⽀援室にて障害学⽣⽀援に携わる。退職後，⽶国マ



 

 

 

サチューセッツ州にあるタフツ⼤学 Student Accessibility Services（障害学⽣⽀援部署）で半年間のイ
ンターン（留学）を経験し，帰国。2018年より現職。東京⼤学PHED（障害と⾼等教育に関するプ
ラットフォーム）「災害等の緊急時対応にかんする専⾨部会」メンバー 
ひと呼吸#5 https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/heap/wp-content/uploads/2022/02/hitokokyu_05.pdf 

 
n 堀⽥ 亮 ⽒（岐⾩⼤学保健管理センター 准教授） 

公認⼼理師，臨床⼼理⼠，⼤学カウンセラー。筑波⼤学にて博⼠（⼼理学）を取得。2014 年より岐
⾩⼤学保健管理センターに勤務。学⽣相談がメインフィールドで，学⽣へのカウンセリング，教職員
や保護者へのコンサルテーションを通じて，学⽣が「よりよく⽣きる」ための⽅策を⽇々探ってい
る。精神障害や発達障害の合理的配慮申請のプロセスに関わることもあり，移⾏⽀援では地域の⽀援
機関や⾏政，企業とともに「社会で活躍できる」ための仕掛けづくりをしている。 
 

n 中島 亜紀⼦ ⽒（筑波技術⼤学障害者⾼等教育研究⽀援センター・共⽣社会創成学部 講師）  
      筑波⼤学修⼠課程（教育学）修了後，特別⽀援学校教諭を経て筑波技術⼤学へ⼊職。専⾨は情報保

障学（⾼等教育における⼿話通訳・⽂字通訳等の情報保障・⼩中⾼等学校における情報保障），障害
学⽣⽀援（聴覚障害のある学⽣への⽀援体制の在り⽅・⽀援者の養成）。⽇本聴覚障害学⽣⾼等教育
⽀援ネットワーク（PEPNet-Japan）の運営や活動を通して，聴覚障害学⽣が学びやすい環境をつくる
ため，全国の⾼等教育機関に出向いてコンサルテーションを⾏っている。 

 
n 宮城 愛美 ⽒（筑波技術⼤学障害者⾼等教育研究⽀援センター・共⽣社会創成学部 准教授） 
  千葉⼤学博⼠課程（⼯学）修了。博⼠後期課程に在学中の 2006 年から，筑波技術⼤学障害者⾼等教

育研究⽀援センターの助⼿を務め，現職に⾄る。専⾨は視覚障害とアクセシビリティであり，学内外
の研究者と視覚障害者の情報アクセスに関連した共同研究を⾏っている。障害者⾼等教育拠点事業で
は，全国の⾼等教育機関からの相談や講師派遣を受け，視覚障害学⽣⽀援にも携わっている。 

 
n 舩越 ⾼樹 ⽒（筑波⼤学ヒューマンエンパワーメント推進局 准教授） 

初等教育から⾼等教育までのほとんどの教育段階での現場経験があり，インクルーシブな教育シス
テムづくりに⾃ら参画し，取り組む。障害学⽣⽀援においては，岐⾩⼤学，京都⼤学（HEAP），国
⽴⾼等専⾨学校機構本部での幅広い経験がある。東京⼤学PHED（障害と⾼等教育に関するプラット
フォーム）「テクニカルスタンダードに関する専⾨部会」のメンバー。 

 
n 佐々⽊ 銀河 ⽒（筑波⼤学ヒューマンエンパワーメント推進局業務推進マネージャー／⼈間系 准教授） 

独⽴⾏政法⼈⽇本学⽣⽀援機構（JASSO）障害学⽣⽀援委員会専⾨部会委員も務める。専⾨は発達
障害，⾃閉スペクトラム症，障害学⽣⽀援，知的障害，応⽤⾏動分析，ICT，⽀援技術（Assistive 
Technology）。 

 


